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新
年
を
迎
え
る
参
拝
客
向
け
に
作
ら
れ
る
、

お
神
酒
の
成
功
と
安
全
を
祈
願
。（
11
月
16
日
）

小
林
酒
造
「
祈
醸
祭
」



ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

椿
原
紀
昭
町
長
と
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
、
11
月
15
・
16
・

17
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
の
情
報
提
供
や
参
加
者
か
ら

の
質
問
・
意
見
な
ど
に
お
答
え
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。

11 月 15 日㈬
農村環境改善センター 14 人
11 月 16 日㈭
カルチャープラザ「Eki」 29 人
11 月 17 日㈮
南部公民館 18 人

各会場の参加人数

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

懇談会には述べ 61 人の町民の皆さんが参加

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
「
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
載
っ
て
い
る

が
、
内
容
が
す
ご
く
少
な
い
。

一
方
、ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、

行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
入
れ
て

も
ら
い
た
い
。

町
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
は
、
多
く
の
方
に

来
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
の
で
、
早
急
に
改
善

し
て
い
き
た
い
。

ご
み
分
別

ご
み
の
分
別
で
、
布
団
が

絞
ら
れ
て
、
い
つ
ま
で
も

ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
の
と
こ
ろ
に
置

か
れ
て
い
る
。
茶
色
の
袋
を
縛

り
付
け
れ
ば
持
っ
て
い
っ
て
い

た
だ
け
る
の
か
。

布
団
な
ど
、
袋
に
入
ら
な

い
も
の
を
縛
っ
て
袋
を
付

け
て
も
受
け
付
け
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
発
見
し
た
と
き

は
環
境
政
策
課
に
連
絡
し
て
ほ

し
い
。袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、

大
型
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
。

空
家
対
策

空
家
が
２
４
０
件
余
り
あ

る
こ
と
が
、
先
日
の
連
合

町
内
会
の
会
合
で
も
話
題
に

な
っ
た
。
現
在
、
所
有
者
不
明

の
空
家
が
あ
る
の
か
ど
う
か
教

え
て
ほ
し
い
。 

法
改
正
で
、
税
情
報
を
調

査
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
か
な
り
所
有
者
を

特
定
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、

中
に
は
相
続
さ
れ
て
い
な
い
、

税
額
が
小
さ
く
免
税
点
以
下
で

課
税
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際

に
管
理
さ
れ
て
い
る
方
が
わ
か

ら
な
い
空
家
も
あ
る
。
１
割
ま

で
は
い
か
な
い
が
、
所
有
者
が

つ
か
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を

探
り
、
所
有
者
を
把
握
し
て
改

善
し
て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

未
収
金「

く
り
や
ま
ぎ
か
い
だ
よ

り
」
の
中
で
、
町
内
の
未

収
金
の
こ
と
が
出
て
い
た
。
収

入
を
増
や
す
た
め
に
、
町
で
は

ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
し
て
い

る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。 

税
に
つ
い
て
は
、
警
察
の

Ｏ
Ｂ
な
ど
を
「
納
税
指
導

員
」
と
し
て
臨
時
採
用
し
、
戸

別
訪
問
、
差
し
押
さ
え
な
ど
、

処
分
を
行
い
な
が
ら
収
納
率
を

向
上
さ
せ
て
き
た
。
保
育
料
や

住
宅
使
用
料
な
ど
も
未
収
金
が

あ
る
が
、
各
担
当
で
同
じ
よ
う

に
毎
年
、
年
度
当
初
に
収
納
計

画
を
立
て
、
電
話
や
督
促
状
に

よ
る
催
促
、
個
別
訪
問
を
行
い

な
が
ら
未
納
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。 

Ｊ
Ｒ
室
蘭
線

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
Ｊ

Ｒ
室
蘭
線
が
廃
線
に
な
る

の
で
は
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

バ
ス
に
代
替
す
る
話
も
あ
る
。

わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
状
況
を

教
え
て
ほ
し
い
。

報
道
の
と
お
り
、
13
区
間

が
維
持
困
難
路
線
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に

Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
も
入
っ
て
い
る
。

地
区
ご
と
に
論
議
を
詰
め
て
い

く
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
論
議

は
こ
れ
か
ら
。
沿
線
自
治
体
だ

け
で
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
無

理
が
あ
る
。
国
鉄
か
ら
の
経
過

も
あ
り
、
国
と
道
と
市
町
村
で

連
携
が
必
要
。
人
口
減
も
あ
り

利
用
者
も
減
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
場

合
、
Ｊ
Ｒ
が
あ
る
の
と
な
い
の

と
で
は
大
き
く
違
う
。
し
っ
か

り
し
た
将
来
展
望
に
立
っ
た
対

策
な
ど
を
模
索
し
た
い
。

交
通
安
全

交
通
安
全
協
会
の
交
通
安

全
講
習
会
が
あ
っ
た
際

に
、
点
滅
式
の
信
号
を
正
し
く

理
解
し
て
い
な
い
人
が
多
い
と

い
う
話
を
聞
い
た
。
お
互
い
の

車
が
来
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、
意
味
が
わ
か
ら
な

い
の
で
衝
突
事
故
に
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
よ
う
だ
。
再
度
、
安

全
確
認
の
意
味
で
広
報
で
の
点

滅
式
信
号
の
正
し
い
認
識
に
つ

い
て
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
う
が
良
い
の

で
は
な
い
か
。

警
察
署
の
情
報
で
は
、
一

灯
式
信
号
機
の
設
置
数
は

全
道
で
２
番
目
に
多
い
と
の
こ

と
。
警
察
署
で
は
、
一
灯
式
信

号
機
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
11
月

の
町
広
報
に
折
り
込
み
し
た
。

今
後
、
交
通
安
全
協
会
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質疑回答

質疑回答質疑

情 報 提 供 内 容
　町からの情報提供として、担当課か
ら次の 6 つの内容を説明しました。
①栗山町におけるこれまでの空家対策
（建設水道課）

②空家の情報提供のご協力（建設水道
課）

③がん予防（保健福祉課）
④出前型政策・施策説明会（経営企画

課）
⑤弾道ミサイル発射・落下時の行動（総

務課）
⑥くりやまキャッチボイス（総務課）

※紙面の都合上、懇談内容の一部
のみを掲載しています。町ホー
ムページで、懇談会の議事録や
町からの情報提供資料を閲覧す
ることができます。

　トップページ→「行政・まちづ
くり」→「協働のまちづくり」

回答

質疑回答

質疑回答

質疑回答
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区分 JR 北海道が示した方向性

輸送密度（1 日 1km あたりの乗車人員）
200 人未満の路線 ○バスへの転換

輸送密度 200 人以上 2,000 人未満の路線
※ JR 室蘭線が該当

○駅の廃止や列車の見直しによる経費節減
○運賃の値上げ
○日常的な利用促進策
○自治体が線路などの施設を一部保有して維

持管理を担う「上下分離方式」の導入

0 人

500 人

1,000 人

1,500 人

2,000 人

2,500 人

3,000 人

2,508 人

1,838 人

1,463 人

484 人

約 5分の 1

平成
28年

昭和
60 年

昭和
55 年

昭和
50 年

平成 27 年度 平成 28 年度

輸送密度 500 人 484 人

営業係数（100 円の運賃収入
を得るためにかかる費用） 965 円 1,137 円

営業収支 ▲ 1,117 百万円 ▲ 1,267 百万円

駅名 乗車 降車 計
岩見沢 320 人 331 人 651 人

志文 15 人 15 人 30 人
栗沢 51 人 48 人 99 人
栗丘 4 人 4 人 8 人
栗山 169 人 155 人 324 人
由仁 65 人 73 人 138 人
古山 15 人 14 人 29 人
三川 37 人 27 人 64 人

計 676 人 667 人 1,343 人

JR 室蘭線（沼ノ端～岩見沢）の概況
（駅数：13 駅、営業キロ数：67.0km）

【表 1】栗山駅の乗降客数

単独維持困難路線の協議の方向性

JR 室蘭線の輸送密度の推移

【表 2】JR 室蘭線各駅の乗降客数

【図 1】年代別の JR 室蘭線利用割合

今
、
問
わ
れ
る
「
鉄
路
」の
維
持
・
存
続

　

通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
町
民
の
日
常
生
活
の
足
と
し
て
、
欠
か

せ
な
い
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
。
か
つ
て
は
、
南
空
知
の
文
化
、
経
済
を
支
え

る
重
要
な
生
活
動
脈
で
し
た
が
、
今
、
そ
の
鉄
路
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

栗
山
駅
は
、
南
空
知
の
輸
送

基
地
と
し
て
農
産
物
を
は
じ

め
、
酒
類
や
工
業
製
品
、
ま
た
、

旅
客
の
往
来
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
人
口
が
約
２
万
２
８
０
０

人
で
あ
っ
た
昭
和
43
年
の
業
績

で
は
、
札
幌
鉄
道
管
理
局
管
内

３
９
０
駅
の
中
で
、
乗
降
数
が

23
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
ま
で
に

発
展
し
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
人
口
規
模
と
は
異

な
る
も
の
の
、
現
在
も
岩
見
沢

市
を
中
心
と
し
た
通
勤
、通
学
、

通
院
な
ど
日
常
生
活
の
“
足
”

や
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
町
外

者
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ

れ
、
ま
た
、
災
害
時
の
緊
急
輸

送
や
道
北
、
道
東
方
面
か
ら
の

貨
物
輸
送
の
面
で
も
不
可
欠
な

路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
は
平
成
28
年
11
月
、
道
内

全
路
線
の
約
半
分
に
あ
た
る

１
２
３
７
キ
ロ
の
10
路
線
13
区

間
を
「
単※

独
維
持
困
難
路
線
」

と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
が
単
独
維
持
困

難
路
線
と
し
て
公
表
さ
れ
て
以

降
、
南
空
知
の
沿
線
自
治
体
で

あ
る
岩
見
沢
市
、
由
仁
町
、
栗

山
町
は
と
も
に
「
地
域
に
と
っ

て
必
要
」
と
い
う
共
通
認
識
に

立
ち
、
ま
た
、
今
後
は
胆
振
管

内
の
苫
小
牧
市
や
安
平
町
と

も
、
北
海
道
を
通
し
て
情
報
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
北
海
道
の

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体

に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の
役
割

や
利
用
促
進
の
方
法
な
ど
の
話

し
合
い
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

※単独維持困難路線
　JR 北海道が収益の悪化などにより、今までのよう
に路線を維持していくことが難しいと位置付けた路線
で、輸送密度が 200 人未満の区間はバスなどへの転換、
JR 室蘭線を含む 200 人以上 2,000 人未満の区間は、費
用負担なども含めて鉄道を維持する仕組みを地域と相
談したいという意向が示されている
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交
通
の
要
衝

利
用
実
態
調
査
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

　

７
月
に
岩
見
沢
市
、由
仁
町
、

栗
山
町
の
３
市
町
は
、
連
携
し

て
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の
利
用
実
態
に

関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
調
査
実
施
日

　

７
月
19
日
㈬

◆
調
査
対
象

旅
客
列
車
全
便
（
上
下
各
７

便
）
の
利
用
者

　

左
の
表
１
は
、
栗
山
駅
を
発

車
す
る
苫
小
牧
行
き
と
岩
見
沢

行
き
の
乗
降
客
数
を
示
し
た
も

の
で
す
。
朝
の
通
勤
、
通
学
の

時
間
帯
と
夕
方
の
帰
宅
の
時
間

帯
の
利
用
が
多
く
、
そ
れ
以
外

の
時
間
帯
と
で
大
き
な
差
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
調
査
を
行
っ
た
各

駅
の
乗
降
客
数
（
表
２
）
で

は
、
岩
見
沢
駅
の
利
用
が
最
も

多
く
、
次
い
で
栗
山
駅
、
由
仁

駅
、
栗
沢
駅
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

栗山駅発 乗車人数 降車人数
6:21 4 人 0 人
9:26 0 人 4 人

13:15 0 人 5 人
15:29 3 人 3 人
16:56 4 人 49 人
20:02 3 人 65 人
22:20 0 人 10 人

計 14 人 136 人

栗山駅発 乗車人数 降車人数
6:32 40 人 4 人
7:14 95 人 5 人
9:38 8 人 2 人

14:28 4 人 1 人
18:28 3 人 4 人
20:48 4 人 3 人
22:32 1 人 0 人

計 155 人 19 人

【苫小牧行き】

【岩見沢行き】

　

今
後
、
町
で
は
沿
線
自
治
体

な
ど
と
連
携
し
て
、
利
用
促
進

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
鉄

路
を
“
残
す
”
た
め
に
は
、
沿

線
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
へ
の
想
い
や
利

用
促
進
策
に
関
す
る
ア
イ
デ

ア
・
ご
意
見
な
ど
、
皆
さ
ん
の

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
方
法

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
ま
た
は
持
参
（
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
）

　

乗
降
客
を
年
代
別（
下
図
１
）

に
み
る
と
、
20
代
ま
で
の
若
い

世
代
の
利
用
が
全
体
の
８
割
を

超
え
て
お
り
、
特
に
利
用
者
数

の
多
い
朝
の
岩
見
沢
行
き
、
夕

方
の
苫
小
牧
行
き
で
、
こ
の
傾

向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
見
沢
駅
を
除
く
各

駅
で
乗
降
客
１
３
３
人
に
対
し

て
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
か
ら

は
、
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の
主
な
利
用

客
は
、
由
仁
町
や
栗
山
町
、
栗

沢
地
区
か
ら
岩
見
沢
市
内
の
高

校
な
ど
へ
の
通
学
を
目
的
と
し

た
学
生
で
あ
る
こ
と
や
、
三
川

駅
（
由
仁
町
）
と
追
分
駅
（
安

平
町
）
を
ま
た
い
だ
移
動
は
、

極
端
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

30 代以上

20 代

10 代

75.3%

8.8%

15.9%

鉄
路
を
残
す
た
め
に

【
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
０
６
９
‐
１
５
１
２

栗
山
町
松
風
３
丁
目
２
５

２
番
地

栗
山
町
経
営
企
画
課
地
域

政
策
グ
ル
ー
プ　

宛

☎
�
７
５
０
２

FAX
�
３
１
７
９

メ
ー
ル

tiikiseisaku-g@
tow

n.
kuriyam

a.hokkaido.jp

JR 室蘭線を学ぼう！！
　JR 北海道が、単独維持困難路線として位置付けている JR 室
蘭線の状況を一緒に学びませんか。詳しい内容はお問い合わ
せください。皆さんのご来場をお待ちしています。

【日時】12 月 20 日㈬　15:00 ～　
【場所】岩見沢市自治体ネットワークセンター

　　　　（4 階）マルチメディアホール（岩見沢市有明町南 1）
【問い合わせ】　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

朝夕は通勤、通学で多くの町民が
栗山駅から JR を利用



子ども健やか育み宣言
（平成 29 年 9 月宣言）

【町民一人ひとりができること】
一　町民一人ひとりが、やさしさと思いやり

を持ち、「子どもの権利」を尊重するとと
もに、子育て中の親子を温かく見守ります。

【地域や事業所などが努力すること】
一　子どもの健やかな育ちを支えるために、

地域全体で子どもおよび子育て家庭への関
心を持ち、子育てしやすい環境づくりに努
めます。

【行政がすべきこと】
一　子どもは地域の宝です。子育ち・子育て

支援に関する施策の推進に積極的に取り組
み、必要な支援体制を整えます。

くりやまの子育て

　

町
で
は
、「
第
１
期
栗
山
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
し
、「
質
の
高
い

教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
」

「
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
」「
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
」
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

基
本
的
視
点
と
し
て
、
①
健

や
か
な
成
長（
子
ど
も
の
視
点
）

②
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

（
家
庭
や
保
護
者
の
視
点
）
③

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
（
地

域
か
ら
の
視
点
）
を
掲
げ
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
域
子
育
て
支
援

と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ス
キ
ッ
プ
」
な
ど
を
拠

点
に
、
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の

子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
の
教
育
環
境

整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

大
切
に
し
た
い

地域

家庭（保護者）

子ども
健やかな成長

安心して子育てができる

地域で子どもを
育てる

町内会・自治会、学校、PTA、職場など

協力

基本的視点のイメージ図

地
域
で
子
育
て
支
援

子育て支援センター「スキップ」
　気軽に訪れることができる子育て支援の
拠点として、楽しい子育てができるように
大型遊具や木のおもちゃ、絵本などをそろ
えています。子育て中の親子が自由に遊ぶ
ことができる「子育てサロン」では、友達
づくりや子育ての情報交換もできます。詳
しくは子育て支援センター「スキップ」（☎
72-1280）にお問い合わせください。

子ども発達サポートセンター
　発達に心配や弱さのあるお子さんの相談
を受けたり、親子で通園して小集団指導や
個別指導を受けたりすることができます。
また、ことばの相談やプレイルーム、個室
を使いながら遊具などで遊べる「一般開放」
なども行っています。詳しくは、子ども発
達サポートセンター（☎ 73-2260）にお問
い合わせください。

児童センター
　文化・スポーツ・学芸・自然などの遊び
を通して、子どもの健康を増進し、情操豊
かにするとともに、ふるさとを愛する子ど
もに育てるため、高齢者との交流会や百人
一首教室をはじめ、さまざまな活動を行っ
ています。18 歳以下の子どもならどなた
でも利用できます。詳しくは、児童センター

（☎ 72-0801）にお問い合わせください。

子
ど
も
は
地
域
の
宝
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くりやまの子育て

　

次
世
代
へ「
子
育
て
と
希
望
」

の
光
が
彩
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
・
行
政
の
全
て
が
緊
密
に

連
携
協
力
し
て
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
育
て
支
援
を
進
め
、
ま
ち

が
一
つ
の
家
族
と
な
れ
る
、「
ま

ち
と
い
う
名
の
家
族
」
～
子
ど

も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち
～
を

目
指
し
、「
栗
山
町
子
ど
も
健

や
か
育
み
宣
言
」
を
、
今
年
９

月
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ

る
行
動
へ
の
呼
び
掛
け
は
も
ち

ろ
ん
、「
栗
山
町
子
ど
も
健
や

か
育
み
宣
言
」
や
「
栗
山
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
浸
透
を
図
る
た
め
、
関
係
機

関
・
団
体
や
町
内
事
業
所
な
ど

に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
ち
・
子
育
て
支

援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
町
内
の
宣
言
状
況
】

◆
企
業　

70
企
業

◆
個
人　

２
１
８
件

　
　
　
　
　
（
11
月
20
日
現
在
）

ファミリー・サポート・センター
　育児の手助けが必要な方（依頼会員）と
手助けができる方（提供会員）の相互援助
で、安心して子育てができる環境づくりの
お手伝いをする事業です。自宅以外での
サービス実施も可能になり、サービス提供
時間も広がっています。詳しくは、アドバ
イザー（☎ 090（6695）6094）にお問い合
わせください。



保育園名
（経営主体名） 住所・電話番号 定　員 受入年齢

栗山いちい保育園
（社会福祉法人　水の会）

中央 3 丁目 309 番地 5
☎ 72-1572 120 人 生後 9 週～

継立まつば保育園
（学校法人　松田学園）

継立 176 番地 29
☎ 75-2032 60 人 生後 9 週～

マロンキッズ保育園
（学校法人　松田学園）

朝日 3 丁目 115 番地 8
☎ 76-7258 19 人 生後 9 週～

3 歳未満

【表 1】町内の保育園

園　名
（経営主体名） 住所・電話番号 定　員 受入年齢

幼保連携型
栗山めぐみこども園

（学校法人　栗山立正学園）
錦 2 丁目 46 番地
☎ 72-4914 25 人 満 1 歳～

【表 2】町内の認定こども園（保育園部分）

クラブ名（地区名） 定　員 開設時間

にじのこ児童クラブ 1 組（栗山） 40 人

【月～金曜日】
下校時 ～ 18:30

【土曜日、夏・冬休み、 
 学校休業日】
8:00 ～ 18:30

にじのこ児童クラブ 2 組（栗山） 40 人

マロンキッズ児童クラブ（朝日） 20 人

どんぐり児童クラブ（角田） 20 人

かぜのこ児童クラブ（継立） 20 人

【表 3】町内の児童クラブ

入所申込受付開始入所申込受付開始入所申込受付開始

保育所・認定子ども園・児童クラブ

平成 30 年度平成 30 年度平成 30 年度

　

平
成
30
年
度
に
新
た
に
保
育

所
・
認
定
子
ど
も
園
・
児
童
ク

ラ
ブ
に
入
所
を
希
望
す
る
児

童
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

◆
受
付
期
間　

　

12
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

※
入
所
申
込
書
な
ど
は
提
出
先

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

保
育
所（
表
１
）

◆
入
所
条
件　

次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で

保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
の
方
が
家
庭
で
お
子
さ

ん
を
保
育
で
き
な
い
場
合

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー

ト
・
自
営
）

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
や
同
居
者
の
疾
病
・

障
が
い

④
就
職
活
動

⑤
そ
の
他

◆
保
育
の
必
要
量（
保
育
時
間
）

○
標
準
時
間

　

午
前
７
時
半
～
午
後
６
時
半

（
就
労
時
間
が
月
１
２
０
時

間
以
上
の
方
）

○
短
時
間

　

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時
半

（
就
労
時
間
が
月
64
時
間
以

上
１
２
０
時
間
未
満
の
方
）

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
請
書
（
町
様
式
）

※
第
３
希
望
ま
で
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
入
所
希
望
の
多
い
保
育
所

は
、
利
用
調
整
を
行
い
ま
す

の
で
、
第
１
希
望
の
保
育
所

に
入
所
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

②
雇
用
証
明
書
ま
た
は
、
保
育

が
必
要
な
理
由
が
確
認
で

き
る
書
類

※
育
休
明
け
の
方
は
育
児
休
業

期
間
の
わ
か
る
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
平
成
29
年
度
の
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書　

※
平
成
29
年
１
月
１
日
に
栗
山

町
に
住
民
登
録
の
な
い
方

の
み
で
す
。

◆
保
育
料　

４
月
～
８
月
は
平
成
29
年

度
、
９
月
～
３
月
は
平
成
30

年
度
の
住
民
税
額
に
よ
り

算
定
。
ま
た
、
平
成
30
年
４

月
か
ら
保
育
料
が
改
定
。

認
定
こ
ど
も
園（
表
２
）

◆
入
園
の
手
続
き
方
法

幼
稚
園
部
分
の
利
用

（
満
３
歳
以
上
）

○
保
育
認
定
の
申
請

こ
ど
も
園
に
提
出
し
、
認
定

証
交
付
後
に
こ
ど
も
園
と

契
約

保
育
園
部
分
の
利
用

（
平
成
30
年
度
は
満
１
歳
以
上

で
、
保
護
者
が
就
労
を
し
て
い

る
家
庭
）

○
町
に
保
育
認
定
と
利
用
の

申
請

町
が
保
育
所
を
決
定

※
保
育
園
部
分
の
利
用
は
、

保
育
所
入
所
と
同
じ
条
件

くりやまの子育て

マロンキッズ保育園
　町内で初めて「小規模保
育」を行い、きめ細やかな
保育をしています。2 階では
児童クラブ（学童保育）も
行われ、建物は温かみのあ
る雰囲気にしたいとの思い
から、木造建築になってい
ます。

継立まつば保育園
　南部地域の保育拠点とし
て、豊かな自然環境の中で
さ ま ざ ま な 経 験 を 通 し て、
子 ど も た ち が「 生 き る 力 」
を身につけていけるような
保育をしています。中庭は
天然芝になっており、防犯
カメラも設置しています。

栗山いちい保育園
　人間には作り出せないよ
うな美しさ、不思議さ、面
白さがある自然に触れる体
験をたくさん積み重ね、五
感を使いながら、遊びを通
した保育をしています。園
庭には、走り回れる広いス
ペースがあります。

　

近
年
の
急
速
な
少
子
化
の
進

行
や
家
庭
・
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
伴
う
、
保
護
者

や
地
域
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
、
平
成
18
年

10
月
よ
り
「
認
定
こ
ど
も
園
」

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
①
就
学

前
の
子
ど
も
に
幼
児
教
育
・
保

育
を
提
供
② 

地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
を
行
う
機
能
を
備

え
、
都
道
府
県
知
事
が
認
定
し

た
施
設
で
す
。

　

本
町
も
、
私
立
栗
山
め
ぐ
み

幼
稚
園
が
来
年
、
幼※

保
連
携
型

の
認
定
こ
ど
も
園
「
栗
山
め
ぐ

み
子
ど
も
園
」
に
移
行
し
、
就

学
前
の
子
ど
も
へ
の
教
育
・
保

育
の
提
供
や
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

※
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も

園
と
は

幼
稚
園
的
機
能
と
保
育
所

的
機
能
の
両
方
の
機
能
を

合
わ
せ
持
つ
単
一
の
施
設

と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し
ま

す
。（
職
員
は
、
幼
稚
園
教

諭
と
保
育
士
資
格
を
併
有
）

栗山めぐみ子ども園（イメージ図）
本
町
に
認
定
こ
ど
も
園
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で
、
申
込
数
で
町
が
調
整
し

ま
す
。

◆
保
育
料

町
が
決
め
た
保
育
料
を
こ

ど
も
園
に
支
払
う

※
入
園
す
る
園
が
ど
こ
で
あ
っ

て
も
、
保
育
料
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

児
童
ク
ラ
ブ（
表
３
）

◆
利
用
条
件　

昼
間
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

で
い
な
い
家
庭
の
小
学
１

～
６
年
生
ま
で
の
児
童
が

対
象

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書

②
雇
用
証
明
書

③
平
成
29
年
度
の
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書　

※
平
成
29
年
１
月
１
日
に
栗
山

町
に
住
民
登
録
の
な
い
方

の
み
で
す
。

◆
利
用
料　

平
成
29
年
度
の
住
民
税
額

に
よ
り
、
５
段
階
に
分
か
れ

て
い
る
。

※
傷
害
保
険
料
は
別
途
負
担
に

な
り
ま
す
。

　・・・　個性あふれる保育園　・・・



町
政
功
労
者
表
彰

ふ
る
さ
と
栗
山
の
発
展
に
貢
献

　

ま
ち
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功

績
を
た
た
え
る
平
成
29
年
度
町
政
功
労

者
表
彰
式
が
11
月
１
日
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
受
賞
者
は
3
部
門
3
人
。

　

椿
原
紀
昭
町
長
が
表
彰
状
を
受
賞
者

に
手
渡
し
、
長
年
に
わ
た
る
町
へ
の
貢

献
に
感
謝
し
ま
し
た
。
表
彰
者
を
代
表

し
て
青
山
茂
さ
ん
は
「
今
日
の
栄
誉
も

ひ
と
え
に
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

指
導
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
受
賞
を
契

機
と
し
て
微
力
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

～表彰者紹介～
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

社
会
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
の
向

上
に
寄
与

　

地
域
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

方
な
ど
を
表
彰
す
る
平
成
29
年
度
社
会

福
祉
貢
献
者
表
彰
式
が
11
月
５
日
、
カ

ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
橘
一
也
会
長

か
ら
社
会
福
祉
お
よ
び
障
が
い
者
福
祉

の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
４
人
と
１
団
体

に
表
彰
状
を
、
ま
た
、
11
人
と
２
団
体

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

　

岡
本　

財
一
さ
ん

　

髙
野　

勝
義
さ
ん

　

中
田
恵
美
子
さ
ん

　

朝
日
４
丁
目
町
内
会
環
境
部

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
表
彰
】

　

三
浦　

英
昭
さ
ん

【
感
謝
状
】

　

早
坂　

邦
雄
さ
ん

　

田
中
ミ
ツ
子
さ
ん

　

斉
藤　

隆
浩
さ
ん

　

吉
田
ハ
ル
ヱ
さ
ん 

　

中
島　

孝
幸
さ
ん

　

砂
田　

正
樹
さ
ん

　

中
井　

幸
範
さ
ん

　

太
田　

欣
仁
さ
ん

　

吉
田　

礼
子
さ
ん

　

谷
口　

温
松
さ
ん

　

関　
　

紀
子
さ
ん

　

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

　

株
式
会
社
メ
リ
ー
ワ
ー
ク

栄
誉
を
た
た
え
て

教
育
功
労
者
表
彰

岡
山
典
弘 

さ
ん

　

32
年
余
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
お
よ
び
委
員
長
と
し
て

本
町
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
推
進
に
貢
献

産
業
功
労
者
表
彰

桂
　
一
照 

さ
ん

　

20
年
余
の
長
き
に
わ
た

り
、
栗
山
土
地
改
良
区
理

事
お
よ
び
理
事
長
と
し
て

本
町
の
地
域
農
業
の
振

興
、
発
展
に
貢
献

自
治
功
労
者
表
彰

青
山
　
茂 

さ
ん

　

昭
和
54
年
よ
り
12
年
の

長
き
わ
た
り
、
町
議
会
議

員
と
し
て
町
政
の
発
展
、

振
興
に
貢
献
。
今
年
3
月

に
旭
日
単
光
章
を
受
章

法
務
大
臣

感
謝
状

長
年
の
更
生
保
護
活
動
に
敬
意
を

表
し
て

　

長
年
に
わ
た
り
栗
山
更
生
保
護
女
性

会
の
会
員
並
び
に
役
員
を
務
め
ら
れ
た

藤
田
敦
子
さ
ん
に
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
4
月
に
入
会

以
来
、
更
生
を
支
え
る
立
場
で
活
動
を
続

け
平
成
15
年
か
ら
4
年
間
は
、
会
長
と
し

て
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
町
で
初
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
の
統
計
調
査
業
務
に
敬
意
を

表
し
て

　

長
年
に
わ
た
り
農
業
基
本
調
査
や
農

林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
な
ど
の
統
計
調
査
業

務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
志
摩
隆
さ
ん
に
対

し
、
北
海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

11
月
10
日
、
役
場
応
接
室
で
椿
原
紀
昭
町

長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
摩
さ
ん
は
昭
和
59
年
か
ら
統
計
調
査
業

務
に
従
事
し
、
誠
意
あ
る
対
応
で
精
度
の
高

い
調
査
結
果
の
確
保
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

統
計
功
労
者

表
彰
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山﨑　美里さん
（栗山小 1 年）

武田　結衣さん
（角田小 1 年）

須郷　陽斗さん
（継立小 1 年）

賞
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
い
で
す
。
細
か
く
描
く
の
が
難
し

か
っ
た
で
す
。

優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
は
し
ご
を
描
く
の
を
頑

張
り
ま
し
た
。

交
通
功
労
者
表
彰

長
年
の
交
通
安
全
指
導
に
敬
意
を

表
し
て

　

栗
山
地
区
交
通
安
全
協
会
の
平
成
29

年
度
交
通
功
労
者
・
優
良
運
転
者
等
表

彰
式
が
10
月
24
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
を
構
成
す
る
4
町
（
栗
山
・
長

沼
・
由
仁
・
南
幌
町
）
か
ら
14
人
の
功

労
者
と
優
良
運
転
者
を
表
彰
。

　

本
町
か
ら
は
、
永
田
英
隆
さ
ん
と
金

谷
雅
人
さ
ん
が
北
海
道
警
察
本
部
・
北

海
道
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
、
石

田
武
さ
ん
が
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部

消
防
車
の
力
強
さ
の
び
の
び
と

描
く

　

南
空
知
消
防
組
合
が
主
催
し
た
「
火

災
予
防
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
今
年

度
は
栗
山
、
角
田
、
継
立
の
３
小
学
校

か
ら
計
13
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
３

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

各
校
の
校
長
室
で
行
わ
れ
た
表
彰
伝

達
式
で
は
、
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

の
板
東
晴
彦
消
防
署
長
か
ら
、
表
彰
状

と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

【
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】

受
賞
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
細

か
く
描
く
こ
と
を
頑
張
り
ま
し
た
。

長
・
札
幌
方
面
交
通
安
全
協
会
長
連
名

表
彰
、
久
住
八
郎
さ
ん
が
北
海
道
交
通

安
全
協
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

４
人
は
町
交
通
安
全
指
導
員
と
し

て
、
街
頭
指
導
な
ど
を
行
い
、
啓
発
活

動
に
尽
力
。
現
在
も
後
輩
指
導
員
へ
の

経
験
の
伝
達
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

火
災
予
防
絵
画
優
秀
作
品
表
彰

除排雪作業に
雪のシーズン到来

　

町
で
は
、
冬
期
間
の
生
活
に
支
障
が

な
い
よ
う
、
万
全
の
体
制
で
計
画
的
な

除
排
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。道

路
周
辺
で
は

◆
道
路
沿
い
の
看
板
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
な
ど
は
、
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
低
い
塀
や
庭
木
な
ど
は
、
赤
い
布
を
つ

け
た
棒
な
ど
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
脇
の
雪
遊
び
は

危
険
！

◆
道
路
脇
の
雪
山
で
、
子
ど
も
が
ス

キ
ー
や
ソ
リ
遊
び
を
す
る
の
は
非
常

に
危
険
で
す
。
見
か
け
た
ら
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、

子
ど
も
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
・
車
両
放

置
は
や
め
ま
し
ょ
う

◆
路
上
駐
車
や
放
置
車
両
が
あ
る
と
除

排
雪
作
業
が
遅
れ
、
地
域
全
体
に
迷

惑
が
掛
か
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
で
絶
対
に
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
排
雪
後
、
各
家
庭
の
雪
を
路
上
に
出

す
人
を
見
か
け
た
ら
止
め
る
よ
う
に

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
除
排
雪
の
効

果
が
半
減
し
ま
す
。

玄
関
先
の
雪
処
理

◆
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄
関
先
に

雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で

の
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

落
雪
に
ご
注
意
を

◆
毎
年
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
歩

道
に
面
し
て
い
る
屋
根
は
早
め
の
雪

下
ろ
し
や
、
雪
止
め
処
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

町の人口（4 月 1 日現在） 12,794 人 12,519 人 12,153 人

降　雪　量 370cm 392cm 444cm

除排雪経費（決算額） 113,454,404 円 98,317,248 円 129,066,990 円

町民１人当たりの除排雪経費 8,868 円／人 7,853 円／人 10,620 円／人

車両購入実績 
（上記経費には含まれない）

除雪用ダンプトラック
32,238,000 円

除雪用ドーザー
15,606,000 円

凍結防止剤散布車両
395,636 円

ご理解とご協力を

【過去 3 年間の除排雪経費】

※除排雪作業のお問い合
　わせは、各町内会長・
　自治会長を通してお願
　いします。
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や
図
書
館
な
ど
の
施
設
は
、
ダ
ム
の

よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
ダ
ム
に
水
、

す
な
わ
ち
資
料
を
貯
め
る
に
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
身

近
に
古
い
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
町
史
編
さ
ん
室
ま
で
お
持
ち
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

町
内
に
は
、
か
つ
て
11
の
小
学
校

と
５
つ
の
中
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

身
近
な
学
校
の
記
憶
は
鮮
明
で
す
。

そ
の
記
憶
を
保
存
す
る
の
も
貴
重

で
す
。（
ト
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.18

記
憶
か
ら
記
録
へ　
そ
し
て
保
存

　

天
皇
陛
下
の
退
位
日
を
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
３
月
31
日
と
し
、

皇
太
子
さ
ま
が
翌
４
月
１
日
に
新
天

皇
に
即
位
す
る
案
と
、
４
月
30
日
に

退
位
し
、
翌
５
月
１
日
に
即
位
す
る

２
つ
の
案
が
検
討
さ
れ
、
皇
室
会
議

の
意
見
を
踏
ま
え
最
終
決
定
す
る
方

針
で
あ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
は
、
再
来
年
の
３
月
末
日

か
４
月
末
日
に
は
幕
を
閉
じ
る
よ
う

で
す
。

　

町
史
や
平
成
史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

の
歴
史
の
具
体
的
記
述
は
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
、
平
成
で
す
。
そ
の
記

録
の
ま
と
め
を
見
ま
す
と
、
明
治
20

年
以
降
、
大
正
の
15
年
間
、
昭
和
戦

前
の
20
年
、
昭
和
戦
後
の
44
年
、
そ

し
て
平
成
は
20
年
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

年
号
が
変
わ
る
こ
と
を
一
つ
の
契

機
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
変
化
記
録
を

保
存
・
整
理
・
展
示
す
る
施
設
に
、

開
拓
記
念
館
、
図
書
館
、
角
田
・
継

立
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
資

料
は
、
そ
の
地
域
で
保
存
、
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

地
域
資
料
の
主
な
も
の
は
、
学
校

記
念
誌
、
部
落
史
、
各
団
体
記
念
誌
、

お
寺
の
記
念
誌
で
す
。
開
拓
記
念
館

者
が
来
て
く
れ
る
の
か
と
考
え
、
私

自
身
、
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。

　

栗
青
協
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
方
が
所
属
し
て
い
る
の
で
、
仕
事

で
培
っ
た
知
識
や
技
術
を
他
の
会
員

同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
い
な
が

ら
、
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
強
み
を
発
揮
で
き
る

と
こ
ろ
が
、
こ
の
会
に
所
属
し
て
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
の
１
つ
で
す
。

　

次
の
栗
青
協
イ
ベ
ン
ト
は
、「
出

前
サ
ン
タ
事
業
」
と
い
う
親
御
さ
ん

か
ら
お
子
さ
ん
に
渡
す
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
預
か
り
、
私
た
ち
が
サ
ン
タ
に
扮

し
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夜
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
届
け
に
行
く
事
業
で
す
。

　

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
会
員
か
ら
聞
い
た
イ
グ
ル
ー
づ

く
り
な
ど
冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る

ア
イ
デ
ア
や
、
若
者
目
線
で
町
の
資

源
を
生
か
し
た
い
と
い
う
思
い
を
参

考
に
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
る
べ

く
、
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

自
分
の
強
み
を
生
か
し
て

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.18
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
五い

か

ら

し

十
嵐
で

す
。
私
は
現
在
、
栗
山
町
青
年
団
体

協
議
会
（
以
下
、「
栗
青
協
」）
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
栗
青
協
は
、
町
内

に
在
住
・
在
勤
し
て
い
る
若
者
の
集

ま
り
で
す
。

　

先
月
、雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
町
内
の
若
者
向
け

に「KURIYAM
A QUEST

」と
い
う
、

チ
ー
ム
で
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
ク
リ
ア
し
、
最
後
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
栗
青
協
会
員
と

し
て
主
催
者
側
で
参
加
し
、
イ
ベ
ン

ト
の
案
を
出
す
と
こ
ろ
か
ら
当
日
の

運
営
ま
で
全
て
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

私
は
印
刷
物
作
成
の
経
験
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
主
に
チ
ラ
シ
作
成
を
担

当
。
イ
ベ
ン
ト
を
一
か
ら
作
る
大
変

さ
を
知
り
、
ど
う
し
た
ら
町
内
の
若

　

栗
山
青
年
会
議
所
第
49
代
理
事
長

の
中
井
浩
輝
で
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
こ
の
地
域
も
含

め
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
人
口

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
52
年
に

は
全
国
１
８
０
０
市
区
町
村
の
約
半

分
の
８
９
６
市
区
町
村
の
存
続
が
難

し
く
な
る
と
の
報
道
は
衝
撃
的
な
も

の
で
し
た
。
人
口
１
万
人
未
満
の

５
２
３
市
区
町
村
は
消
滅
す
る
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
る
統
計
も
あ
り
、

南
々
空
知
の
４
町
（
栗
山
・
由
仁
・

長
沼
・
南
幌
町
）
全
て
が
消
滅
可
能

性
自
治
体
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
時
代
を
担
う
青

年
経
済
人
と
し
て
、
こ
の
現
実
を
誰

が
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
に
社
会
と

向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
な

が
ら
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
歴
史
や
自
然
、

食
、
田
園
景
観
と
い
っ
た
豊
富
な
資

源
が
存
在
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
資
源

は
「
人
」
で
す
。
私
た
ち
が
、
地
域

に
潜
在
す
る
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

住
民
に
こ
の
地
域
の
魅
力
を
再
認
識

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
ま
ち
の
垣
根
を

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですNo.71

地
域
間
連
携
で
よ
り
良
い
ま
ち
に
!!

越
え
た
地
域
間
連
携
が
強
ま
り
、
地

域
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず

で
す
。

　

今
年
度
は
、
南
々
空
知
の
広
域
連

携
を
図
り
な
が
ら
各
種
事
業
を
行

い
、
国
内
外
か
ら
選
好
さ
れ
る
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
地
域
の
諸
問
題
と
向
き
合

い
、
当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と
で
よ

り
良
い
地
域
が
必
ず
創
ら
れ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
微
力
な
が
ら
こ
の
地

域
に
住
む
全
て
の
人
を
喜
び
や
夢
・

希
望
で
満
ち
溢
れ
さ
せ
、
よ
り
活
性

す
る
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
に
地
域
の
問
題
と
真
摯
に
向
き
合

い
、
高
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
具
体
的

政
策
を
打
ち

出
し
て
運
動

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。１
年
間
、

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　　　　貴重な資料となる学校記念誌や部落史

冬
の
暴
力
追
放
運
動

　
「
冬
の
暴
力
追
放
運
動
」
は
、
暴

力
団
の
根
絶
に
よ
り
暴
力
の
な
い
明

る
く
安
全
・
安
心
な
北
海
道
の
実
現

を
目
指
し
、
道
民
運
動
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

実
施
期
間

　

12
月
15
日
㈮
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
14
日
㈰

道
内
の
暴
力
団
情
勢

　

暴
力
団
対
策
法
の
整
備
や
暴
力
団

排
除
活
動
に
よ
り
、
暴
力
団
構
成
員

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
暴
力
団
の
資
金
獲
得
方

法
は
、
社
会
や
経
済
情
勢
の
変
化
を

巧
み
に
利
用
す
る
な
ど
多
様
化
し
、

企
業
・
行
政
だ
け
で
は
な
く
個
人
を

も
標
的
と
し
た
資
金
獲
得
活
動
を
活

発
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

３
な
い
運
動
＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）

①
暴
力
団
を
「
利
用
し
な
い
」

②
暴
力
団
を
「
恐
れ
な
い
」

③
暴
力
団
に
「
お
金
を
出
さ
な
い
」

＋
暴
力
団
と
「
交
際
し
な
い
」

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

次
の
こ
と
を
注
意
し
、
実
際
に
見

た
り
聞
い
た
り
し
た
時
は
、
最
寄
り

の
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。（
局

番
な
し
の
１
１
０
）

◆
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
・
督
促

状
は
、
相
手
方
に
確
認
せ
ず
家
族

に
相
談
す
る

◆
親
族
を
装
っ
た
電
話
に
よ
る
振
り

込
め
依
頼
は
、
ま
ず
家
族
に
確
認

し
、
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
む
こ

と
は
し
な
い

◆
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
と
き
、
少
年
の

非
行
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た

と
き
は
、
勇
気
を
持
っ
て
警
察
に

通
報
す
る

◆
暴
力
団
の
た
ま
り
場
な
ど
へ
の
集

合
や
暴
走
行
為
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
と
き
は
、
警
察
に
通
報

す
る

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
住
民
生
活
課

　

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
０

15 広報くりやま　2017. 12 142017. 12　広報くりやま   

生活 ・ 安全　　安全で安心なまちを目指して　
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継
立
小
学
校
で
今
年
度
４
回
目
と

な
る
土
曜
授
業
が
行
わ
れ
、
全
校
児

童
と
保
護
者
合
わ
せ
て
約
60
人
が
し

め
縄
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
今

回
は
稲
作
体
験
で
収
穫
し
た
稲
わ
ら

を
使
っ
て
日
本
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
稲
の
歴
史
や
１
年
間
の

生
育
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
。
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
齋
藤
義
祟

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
子
ど
も
た
ち

に
し
め
縄
の
作
り
方
を
説
明
し
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
し
め
縄
に
自
由

に
飾
り
つ
け
を
し
、
１
時
間
ほ
ど
で

立
派
な
し
め
縄
が
完
成
。
八
森
譲
く

ん
は「
家
に
持
ち
帰
っ
て
飾
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

手
作
り
の
し
め
縄
が
完
成

継
立
小
学
校
土
曜
授
業

 11
18

清
水
敦「
野
の
花
銅
版
画
展
」開
催

ヤ
ム・ニ・ウ
シ
美
術
展

 11
19

　

町
内
在
住
の
詩
人
で
児
童
文
学
者

の
友
田
多
喜
雄
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
公
開
す
る
「
ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ

美
術
展
」
が
図
書
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
86
回
目
と
な
る
今
回
は
「
清
水

敦
『
野
の
花
銅
版
画
展
』」
と
題
し

開
催
。
銅
版
画
家
で
網
走
市
在
住
の

清
水
敦
さ
ん
が
世
界
的
に
も
数
少
な

い
「
メ
ゾ
チ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
色

の
濃
淡
を
表
現
し
や
す
い
技
術
で
描

か
れ
た「
た
ん
ぽ
ぽ
」や「
レ
ン
ゲ
草
」

な
ど
21
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
次

回
は
平
成
30
年
１
月
10
日
か
ら
「
北

海
道
の
版
画
家
た
ち
展
」
と
題
し
て

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

栗山町 検索

１
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催

ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
か
く
た
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昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ま
ち

な
か
カ
フ
ェ
「
か
く
た
」（
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
が
開
設
１
周

年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念
祝
賀

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
カ
フ
ェ
は

角
田
地
区
を
中
心
と
し
た
住
民
が
気

軽
に
楽
し
め
る
居
場
所
づ
く
り
を
目

的
に
開
設
。
１
年
間
で
延
べ
８
０
０

人
以
上
が
利
用
し
ま
し
た
。
祝
賀
会

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
藤
田
敦

子
さ
ん
が
「
今
後
も
世
代
を
問
わ
ず

気
軽
に
お
茶
を
飲
み
、
住
民
同
士
の

関
係
性
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
栗
山
詩
吟
愛

好
会
に
よ
る
吟
詠
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

薄
暮
・
夜
間
時
の
事
故
防
止
に
向

け
、
交
通
安
全
協
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
交
通
安
全
ゆ
り
の
会
、
栗

山
警
察
署
が
町
内
ス
ー
パ
ー
前
な
ど

３
カ
所
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
ラ
ッ
キ
ー
栗
山
店
前
で
は
、
同

協
会
会
員
な
ど
８
人
が
夜
光
反
射
材

や
啓
発
チ
ラ
シ
が
入
っ
た
袋
50
セ
ッ

ト
を
配
り
、
買
い
物
客
に
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
交
通
安
全
協

会
の
大
塚
清
康
会
長
は
「
こ
れ
か
ら

の
時
期
、
車
か
ら
歩
行
者
は
特
に
見

え
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
夜
光
反
射
材

を
つ
け
て
事
故
を
未
然
に
防
い
で
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夜
光
反
射
材
で
事
故
の
未
然
防
止
を

交
通
安
全
協
会
が
街
頭
啓
発

1117
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商
店
街
で
の
買
い
物
に
挑
戦

は
じ
め
て
の
お
つ
か
い

11
 3

　

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
加
盟
店

会
が
主
催
す
る
「
は
じ
め
て
の
お
つ

か
い
」
が
、
栗
山
駅
前
通
り
商
店
街

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
商
店
街
で
の
買
い
物
に
慣
れ
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
今
年
で
７
回

目
。
町
内
の
２
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の

未
就
学
児
29
組
38
人
が
参
加
し
ま
し

た
。「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
に
集
合
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
か
ら
パ
ン

や
お
花
な
ど
の
買
い
物
を
頼
ま
れ
、

お
金
と
く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を

握
り
し
め
て
出
発
。
佐
藤
夏
純
ち
ゃ

ん
と
銀
士
く
ん
姉
弟
は
「
買
い
物
は

楽
し
か
っ
た
。
ま
た
お
つ
か
い
に
行

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
栗
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
湯
地
に
あ
る
栗
の

樹
フ
ァ
ー
ム
で
冬
囲
い
な
ど
の
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
栗
山
英
樹
監
督

に
、
心
と
体
を
癒
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
と
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
を
応
援
す
る
栗
山
の
会
が
呼

び
か
け
た
も
の
で
、
同
会
や
栗
山
青

年
会
議
所
の
会
員
な
ど
約
30
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。
当
日
は
、
ロ

グ
ハ
ウ
ス
周
辺
の
花
壇
や
植
樹
し
た

ア
オ
ダ
モ
の
冬
囲
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
、
落
ち
葉
拾
い
な
ど
、
約
２
時

間
か
け
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
初
と
な
る
栗
山
中
学
校

の
土
曜
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
１
、２
年
生
１
８
３

人
を
対
象
に
土
曜
日
の
有
意
義
な
過

ご
し
方
を
推
進
す
る
も
の
で
、
今
回

は
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
実
施
。
北
海
道
南
西
沖
地

震
を
体
験
し
た
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー

の
三
浦
浩
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
自
ら
の
体
験
や
命

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。三
浦
さ
ん
は「
災

害
が
起
き
た
と
き
何
を
す
れ
ば
良
い

か
を
家
庭
内
で
相
談
し
て
お
い
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
、
先
生
や
生
徒

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

栗
山
監
督
の
心
と
体
の
癒
し
の
場
に

栗
の
樹
フ
ァ
ー
ム
の
冬
囲
い

11
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災
害
を
想
定
し
命
を
守
る
準
備
を

栗
山
中
学
校
土
曜
授
業

　

も
の
づ
く
り
を
通
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
の
醸
成
を
図

る
た
め
の
場
と
な
る
支
援
施
設
「
も

の
づ
く
り
D
I
Y
工
房
」
の
開
設

に
向
け
た
P
R
イ
ベ
ン
ト
が
、
あ

さ
ひ
工
房
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
自
ら
起
業
や
事
業
拡

大
を
目
指
す
人
材
育
成
を
図
る
拠
点

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
も
の
づ
く

り
D
I
Y
工
房
導
入
・
活
用
事
業
」

の
一
環
と
し
て
開
催
。「
も
の
づ
く

り
体
験
コ
ー
ス
」
で
リ
ン
グ
作
り
を

体
験
し
た
舘
ヶ
沢
浩
之
さ
ん
は
「
簡

単
に
き
れ
い
な
リ
ン
グ
が
で
き
て
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
体
験

Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
イ
ベ
ン
ト
開
催

 11
 11

 11
 11



南空知消費生活相談室
毎週
月・木曜日

13：00
  ～ 16：00

勤労者福祉センター
☎ 72-3581

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
  ～ 15：00

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室
です

　

ポケットクラブ
パッチワーク展

【月　日】
　12 月 12 日㈫まで
大好評！おそばの日
手打ちそばの日

【今月の「そばの日」（限定 30 食）】
　12 月 1 日、8 日、15 日、22 日
　（毎週金曜日　11：00 ～ 12：30）

年末年始のお休み
　12 月 31 日㈰～ 1 月 3 日㈬

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の
展示会などでのホールや会議室の
ご利用をお待ちしています。
　まずは、ご相談ください！

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515　Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

まちの駅まちの駅まちの駅

イベントイベントイベント 12月

訪 問 で 買 取 業 務
を 行 う 事 業 者 と
の契約は慎重に

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

も
、
消
費
者
が
事
前
に
承
諾

し
た
買
取
対
象
以
外
の
物

品
の
売
却
を
求
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
渡
し
て
し
ま
っ
た
品
物
は
、

取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
な

こ
と
が
多
い
た
め
、
自
宅
訪

問
や
電
話
勧
誘
は
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

○
買
取
業
務
を
行
う
事
業
者

は
、
古
物
商
許
可
証
を
携
帯

し
、
消
費
者
に
提
示
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
取
り
引

き
の
際
は
、
古
物
商
許
可
証

の
提
示
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
３
日
㈷
を
も
ち
ま
し

て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
を
終

了
し
、
冬
期
休
園
・
閉
店
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
10
万
２
８
３
２
人

の
皆
さ
ん
に
「
栗
山
公
園
」
を

ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
年
々
、
来
園
者
数
は
増
加

し
て
い
ま
し
た
が
、
か
ね
て
か

ら
の
目
標
で
あ
っ
た
10
万
人
を

　
「
不
用
品
が
あ
れ
ば
買
い
取

る
」
と
女
性
が
訪
問
し
て
き

た
。
突
然
だ
っ
た
の
で
す
ぐ
に

は
用
意
で
き
な
い
こ
と
を
伝
え

る
と
、
一
時
間
後
に
今
度
は
男

性
が
来
た
。

　
「
壊
れ
た
宝
飾
品
が
あ
れ
ば

出
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、

指
輪
な
ど
を
２
万
５
千
円
で
買

い
取
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
後
、
形
見
の
指
輪
を
渡

し
た
こ
と
を
後
悔
し
、
買
取
価

格
も
安
す
ぎ
る
と
思
い
、
買
い

戻
し
た
い
と
電
話
を
し
た
と
こ

ろ
「
商
品
は
別
の
業
者
に
渡
し

て
し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

（
60
歳
代　

女
性
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

○
訪
問
購
入
で
は
、
業
者
が
突

然
訪
問
し
て
勧
誘
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
購
入
業
者
は
前
も
っ
て
電
話

な
ど
で
連
絡
し
た
場
合
で

栗山公園栗山公園栗山公園

だよりだよりだより Vol.117

11 月 3 日に
今シーズンの営業終了

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。
栗
山
公
園
に
た
く

さ
ん
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

来
期
も
ま
た
、
皆
さ
ん
に
会

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
♪

　
春
ま
で
お
休
み
し
ま
す

◆
な
か
よ
し
動
物
園

◆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
・

キ
ャ
ン
プ
場

◆
栗
山
公
園
案
内
所

◆
か
き
氷
＆
フ
ー
ド
の
店
「
ぽ

け
っ
と
」

◆
各
種
遊
具

★来季の開園予定日★
平成 30 年 4 月 29 日㈷

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

適
正
分
別
を
お
願
い
し
ま
す

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

　

町
広
報
11
月
号
の
「
ご
み
質

調
査
結
果
」
で
も
お
伝
え
し
た

と
お
り
、
資
源
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
分
別
が
残
念
な
が
ら
良
い
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
質
調
査
で
、
約
73
％
が

適
正
物
で
あ
る
と
の
結
果
が
出

た
た
め
、
お
お
よ
そ
適
正
に
分

別
が
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
方

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
「
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」（
以

下
「
容
リ
法
」）
で
排
出
基
準

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町
で

は
「
容
リ
法
」
に
よ
り
求
め
ら

れ
て
い
る
基
準
「
90
％
以
上
の

適
正
物
」
を
満
た
す
た
め
、
収

集
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
全

量
「
人
の
手
」
で
選
別
し
て
い

ま
す
。

　

国
指
定
の
処
理
業
者
へ
出
す

際
に
排
出
基
準
を
満
た
し
て
い

な
け
れ
ば
、
出
荷
停
止
処
分
が

下
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の

場
合
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
行

先
が
無
く
な
り
ま
す
。

　

安
定
し
た
処
理
の
た
め
に

は
、
ご
家
庭
で
の
適
正
な
分
別

が
非
常
に
重
要
で
す
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
正
し
い
分
別
方
法

を
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
で

判
断
に
迷
う
場
合
は
、
次
の
二

つ
の
基
準
に
よ
り
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。

①
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る

か
ど
う
か

プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

る
も
の
は
全
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
と
な
り
ま
す
。

②
商
品
そ
の
も
の
か
ど
う
か

「
容
リ
法
」
で
回
収
す
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
が

対
象
に
な
り
ま
す
。「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
と

は
、
商
品
が
入
っ
て
い
る
容

器
や
包
ん
で
あ
る
包
装
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の

の
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
た
と
え
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
素
材
で
あ
っ
て
も

商
品
そ
の
も
の
（
バ
ケ
ツ
や

洗
面
器
な
ど
）
の
場
合
は

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
に
該

当
し
ま
せ
ん
。

※
本
町
の
場
合
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
素
材
の
商
品
そ
の
も
の

は
「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

中
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
確

認
で
き
ず
、
分
別
作
業
の
妨
げ

と
な
る
た
め
、「
容
リ
法
」
の

排
出
基
準
で
二
重
袋
の
混
入
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
袋
に

た
め
た
ご
み
を
捨
て
る
場
合
は

口
を
縛
ら
ず
に
、
小
袋
か
ら
町

の
指
定
袋
に
ご
み
を
あ
け
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 

◆
食
品
・
汚
れ
が
付
い
た
ま
ま

の
容
器

賞
味
期
限
が
切
れ
た
食
材

が
袋
か
ら
出
さ
れ
ず
、
そ

の
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
中
身
の
食
材
は
「
生
ご

み
」
袋
に
、
容
器
は
汚
れ
を

落
と
し
て
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
」
と
し
て
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で
商
品

そ
の
も
の
と
し
て
利
用
す

る
も
の

前
述
の
と
お
り
、
バ
ケ
ツ
や

洗
面
器
な
ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
素
材
で
あ
っ
て
も
商
品

そ
の
も
の
と
し
て
利
用
す

る
も
の
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
」
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
。「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」

袋
へ
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の

も
の
は
全
て
「
炭
に
で
き
な
い

ご
み
」
だ
と
判
断
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ガ
ム
ボ
ト
ル
の
容
器
や
リ
ッ

プ
ク
リ
ー
ム
の
容
器
な
ど
は
、

硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で

あ
っ
て
も
「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
が

付
い
て
い
ま
す
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
分
別

の
確
認

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
か
ど

う
か
の
判
断
基
準

小
袋
に
入
れ
た
ご
み
は
入

れ
な
い
で
！

「
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
＝

「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
！

主
な
不
適
正
物

プ ラ ス チ ッ ク 類
の 判 断 は、 こ の
マークを目印に

バケツは「プラスチッ
ク類」には該当しま
せん
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二重袋の混入は禁止
されています



※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ  

ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
り
の
さ
と  

生
活
相
談
員

澤
川　
雄
介

認
知
症
は
他
人
事
で
は
な
い

　
「
あ
な
た
は
認
知
症
で
す
」。
そ
う
言

わ
れ
て
何
を
思
い
ま
す
か
？

　

著
名
人
や
ご
近
所
・
知
り
合
い
の
認

知
症
の
発
症
、
認
知
症
に
よ
る
車
の
事

故
な
ど
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
自
分
と
は
無
縁
の
こ
と
と

考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
先
、
65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人

は
認
知
症
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。「
こ
の
く
ら
い
の
物
忘
れ
は
誰
に

で
も
あ
る
」「
た
ま
た
ま
う
っ
か
り
し

て
い
た
だ
け
だ
」
な
ど
皆
さ
ん
の
考
え

る
こ
と
は
同
じ
で
す
。

　

自
分
だ
け
は
な
ら
な
い
と
思
い
た

い
。
そ
し
て
ま
だ
、
他
人
事
と
考
え
て

い
る
あ
な
た
。
あ
な
た
が
認
知
症
に

な
ら
な
い
保
証
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

近
年
、「
終
活
」
と
い
う
言
葉
が
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。
年
老
い
た
自
分
を
想

像
し
、
最
期
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
を

考
え
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
あ
な
た
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら

…
。
終
わ
り
方
を
決
め
る
前
に
生
き
方

を
考
え
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

人
の
命
は
有
限
で
す
。
誰
し
も
が
死

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
と
い
う

症
状
を
背
負
っ
た
時
、
あ
な
た
は
人
生

を
あ
き
ら
め
ま
す
か
？

〟
認
知
症
＝
終
わ
り
〝
で
は
な
い

　
「
ボ
ケ
た
ら
何
も
わ
か
ら
な
く
な
る

ん
だ
ろ
？
」「
何
も
で
き
な
く
な
る
ん

で
し
ょ
？
」。
そ
う
思
わ
れ
て
い
た
の

は
過
去
の
話
で
す
。
認
知
症
に
な
り
家

族
の
名
前
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
あ

な
た
と
い
う
人
間
は
変
わ
ら
な
い
の

で
す
。

　

現
在
の
老
人
施
設
と
い
う
場
所
は
、

も
う
居
場
所
を
無
く
し
た
老
人
の
集
ま

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
。
個
々
に

寄
り
添
い
、
あ
な
た
の
不
十
分
な
一
部

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
た
ち
で
す
。

一
人
で
は
何
も
「
で
き
な
い
」
と
思
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
、一
緒
に
や
れ
ば「
で

き
る
」
こ
と
に
変
わ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
「
一
緒
に
や
れ
ば
私
も
で

き
る
」「
あ
き
ら
め
な
い
で
生
き
て
い

け
る
」
と
い
う
喜
び
は
、
日
々
私
た
ち

に
と
っ
て
も
何
に
も
代
え
が
た
い
喜
び

と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
施
設
で
最
期
を
看
取
る
と

き
、
私
た
ち
は
あ
な
た
の
生
き
生
き
し

て
い
た
姿
を
想
い
、
一
緒
に
過
ご
し
た

時
間
を
想
い
、感
謝
と
涙
で
送
り
ま
す
。

ご
家
族
だ
け
の
介
護
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
肉
体
的
、
心
理
的
双
方
の
介
護

疲
れ
は
ご
家
族
の
生
活
に
大
き
な
負
担

と
な
り
ま
す
。
介
護
疲
れ
や
介
護
う
つ

に
よ
る
悲
惨
な
事
件
は
未
だ
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

親
の
介
護
の
た
め
に
追
い
込
ま
れ
て

し
ま
い
、
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
う
介
護

離
職
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
い

時
間
一
緒
に
過
ご
さ
れ
て
き
た
ご
家
族

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
専
門
職
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
施
設
と

い
う
場
所
を
人
生
の
最
期
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
も
私
は

終
活
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

　

あ
な
た
ら
し
く
尊
厳
を
尊
重
さ
れ
、

あ
な
た
ら
し
く
生
き
て
、
あ
な
た
ら
し

く
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
、
あ
な
た
と

い
う
人
間
の
終
わ
り
方
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

〟
認
知
症
＝
終
わ
り
〝
で
は
な
い
の

で
す
。
あ
き
ら
め
る
必
要
は
な
い
の

で
す
。

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番
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【表】インフルエンザと風邪の違い
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
12
月
～
３

月
に
流
行
し
ま
す
。
全
国
の
指
定
さ
れ

た
医
療
機
関
か
ら
報
告
さ
れ
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
発
生
動
向
に
よ
る
と
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
発
生
数
が
過
去
５
年
間
の

同
時
期
に
比
べ
比
較
的
に
高
い
値
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

流
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
原
因
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
侵
入
さ
せ
な
い

こ
と
や
周
囲
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

◆
飛
沫
感
染
対
策
と
し
て
の
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト

○
咳
や
く
し
ゃ
み
を
他
の
人
に
向
け
て

発
し
な
い
こ
と

○
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
で
き

る
だ
け
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
。
マ
ス

ク
が
な
い
場
合
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

腕
の
内
側
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、

顔
を
他
の
人
に
向
け
な
い
こ
と

○
鼻
汁
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、

手
の
ひ
ら
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受

け
止
め
た
時
は
す
ぐ
に
手
を
洗
う

こ
と

◆
外
出
後
の
流
水
・
せ
っ
け
ん
に
よ
る

手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

◆
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適
度
な
湿
度

の
保
持

◆
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

栄
養
摂
取

◆
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控

え
る

◆
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う

◆
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う

◆
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う

◆
不
織
布
製
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま

し
ょ
う

◆
無
理
を
し
て
、
学
校
や
職
場
な
ど
に

行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

予
防
接
種
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の

は
接
種
し
た
２
週
間
後
か
ら
５
カ
月
程

度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
予
防
接
種
は
毎
年
12
月

中
旬
ま
で
に
終
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

献
血
の
お
知
ら
せ

◆
月
　
日　
12
月
19
日
㈫

◆
場
所
・
時
間

○
共
立
道
路
株
式
会
社

　

午
前
９
時
半
～
10
時

○
栗
山
警
察
署

　

午
前
10
時
半
～
12
時
45
分

○
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

　

午
後
２
時
～
２
時
半

○
栗
山
赤
十
字
病
院

　

午
後
３
時
～
４
時
半

集
団
健（
検
）診
の
お
知
ら
せ

◆
月
　
日　
平
成
30
年
１
月
23
日
㈫

◆
場
　
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
健
診
機
関　
北
海
道
対
が
ん
協
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん

検
診（
胃
・
肺
・
大
腸
）

※
今
年
度
最
後
の
集
団
健（
検
）
診

と
な
り
ま
す
。

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
「
保
健
サ
ー

ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

インフルエンザ 風邪

主
な
症
状

○発熱（38℃以上）
○頭痛、関節痛や筋肉痛など

の全身症状が突然現れる
○普通の風邪症状

○発熱（微熱）
○のどの痛み、鼻汁、

くしゃみや咳など

注
意
点

○感染は短い期間で急激に広
がる

○お子さんは、まれに急性脳
炎を、高齢者は肺炎を伴う
など重症化することがある

○感染は少しずつ広
がる

○重症化することは
少ない

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
た
め
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
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国 民 年 金

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます

年末調整・確定申告まで大切に保管を！

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申
告で、その年の 1 月 1 日から 12 月 31 日までに
納付した保険料全額が社会保険料控除の対象と
なります。
　社会保険料控除を受けるためには、納付した
ことを証明する書類の添付が義務付けられてい
ます。
　このため、平成 29 年 1 月 1 日から 9 月 30 日
までの間に国民年金保険料を納付された方は、

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
11 月上旬に日本年金機構本部から送付されてい
ますので、年末調整や確定申告の際には必ずこ
の証明書（または領収書）を添付してください。
　また、平成 29 年 10 月 1 日から 12 月 31 日ま
での間に今年初めて国民年金保険料を納付され
た方は、翌年の 2 月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された
場合も、ご本人の社会保険料控除に加えること
ができますので、ご家族宛に送られた控除証明
書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
についての照会は、控除証明書のはがきに表示
されている下記の「ねんきん加入者ダイヤル」
へお問い合わせください。

ねんきん加入者ダイヤル

☎ 0570（003）004

12
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
December

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

◆
場　
　

所

　

栗
山
天
満
宮
社
殿

◆
参
加
費　
２
０
０
０
円

　
（
祈
願
料
・
お
守
り
・
絵
馬
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

担
当　

塩
見

　

☎
０
９
０（
６
２
１
１
）０
２
０
０

　　

障
が
い
者
施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
見
学
会

◆
日　
　

時

　

12
月
13
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

◆
場　
　

所

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
さ
し
い
家

族
」　

現
地
集
合

◆
内　
　

容

　

施
設
案
内（
運
営
法
人
よ
り
説
明
）

　

質
疑
応
答　

ほ
か

※
午
後
１
時
半
よ
り
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
「
E
k
i
」
で
よ
つ
ば
会
例

会
も
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
参
加
可
能
で
す
。

◆
参
加
費
な
ど

　

参
加
費
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
可

◆
問
い
合
わ
せ

　
障
が
い
者
家
族
会
よ
つ
ば
会　

中
井

　
（
町
地
域
生
活
支
援
事
業
受
託
）

　

☎
�
３
３
０
８

　認知症は特別な病気ではなく誰にでも起こ
る可能性があります。オレンジカフェは介護
に不安がある方、地域の方が気軽に集まり、
抱えている悩みなどを話せる、「憩いの場」
です。どなたでも参加可能ですので、お気軽
にお越しください。
　12 月のテーマは「キャンドル作り」～手
軽で簡単しかも可愛い～です。指先を使いな
がら配色を考えたり、できあがりをイメージ
したりと、脳の活性化に効果が期待されます。
　ガーデンハウスでは、リハビリの一環とし
て小物作りを実施しており、その中でも人気
のキャンドル作りを一緒に楽しみましょう。

【 日 時 】
　12 月 20 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま（朝日 4）
　☎ 72-2600

オレンジカフェを開催

　
固
定
資
産
に
異
動
が
あ
れ
ば
連
絡
を　

 

　
　

土
地
と
建
物
に
か
か
る
固
定
資

産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
の
状
況

に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　

建
物
の
新
築
や
増
築
、
取
り
壊

し
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。
特
に
、
車
庫
や
物
置
、

倉
庫
な
ど
は
忘
れ
や
す
い
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
所
有
者
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、
相
続
登
記
や
今

後
の
納
税
さ
れ
る
方
の
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
４

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

　
　

平
成
16
年
に
消
防
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
一
般
家
庭
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

本
町
の
設
置
率
は
78・７
％（
平

成
29
年
１
月
１
日
現
在
）
で
す
。

　
　

ま
だ
、
設
置
し
て
い
な
い
住
宅

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
急
に
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
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栗
山
少
年
少
女
合
唱
団　
ク
リ
ス

　
マ
ス
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◆
日　
　

時　

12
月
17
日
㈰　

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
1
時
半（
入
場
無
料
）

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

ロ
ビ
ー

※
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
発
表
予
定
曲　
　

　

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
、
あ
わ
て
ん
ぼ
う

　

の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
、
大
き
な
古

　

時
計
ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ

　

指
導　

永
岡
真
佐
子

　

☎
０
９
０（
９
５
１
０
）９
６
５
０

　

合
格
祈
願
祭

　
　

合
格
祈
願
祭
は
社
殿
で
厳
粛
な

雰
囲
気
の
も
と
執
り
行
い
ま
す
。

　
　

終
了
後
は
神
社
関
係
者
よ
り
温

か
い
梅
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。　

　
　

ま
た
、
社
殿
内
は
大
変
冷
え
込

み
ま
す
の
で
暖
か
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
日
時

　

12
月
31
日
㈰
午
後
10
時
50
分
～

平
成
30
年
１
月
１
日
㈷
午
前
０
時

20
分

電
池
寿
命
は
10
年
が
目
安
で
す
の

で
、
定
期
的
な
点
検
、
本
体
の
交

換
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署
生
活
安
全
課
予
防
係　
　
　

☎
�
０
１
５
０

　

日
本
火
災
報
知
機
工
業
会

　

☎
０
１
２
０
（
５
６
５
）
９
１
１

　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
　

日
本
人
拉
致
事
件
を
は
じ
め
と

し
た
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
国
民
の
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携

し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
の
人
権
侵
害

問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平

成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の

他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

ま
ず
は
、
こ
の
問
題
へ
の
関
心

と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
栗
山
警
察
署

　

☎
�
０
１
１
０

　

節
電
の
お
願
い

　
　

今
冬
は
、
電
力
の
安
定
供
給
に

最
低
限
必
要
な
供
給
予
備
力
３
％

以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す

が
、
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
「
無

理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
」
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
ほ
く
で
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

栗
山
地
区
新
年
交
礼
会

◆
日　
　

時

　

平
成
30
年
1
月
7
日
㈰　

　

午
後
5
時
半
～

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
会

費

　
１
０
０
０
円

◆
申
込
期
限

　

12
月
15
日
㈮

◆
申
込
先　

　

商
工
会
議
所
ま
た
は
所
属
町
内
会

長
へ
会
費
を
添
え
て
申
し
込
み

※
個
別
に
は
案
内
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。　

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
商
工
会
議
所

　

☎
�
1
2
7
8

く

ら

し

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

町税納期限

12月25日  （月）

納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

町 道 民 税　　　　  ④期

国民健康保健税　　　　⑥期

介 護 保 険 料　  　　　⑥期

後期高齢者医療保険料　⑥期
}全てコンビニで納付ができます。

催

し



12
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
December

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課　

☎
�
0
1
5
0

　
消
防
設
備
士
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
は
制
限
な
し

　

甲
種
は
制
限
あ
り

※
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日

　

平
成
30
年
1
月
28
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
（
第
1
～
5
類
）

　
　
　
　
　

乙
種
（
第
1
～
7
類
）

　

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　
書
面
申
請　

12
月
７
日
㈭
～
14
日
㈭

　
電
子
申
請　

12
月
４
日
㈪
～
11
日
㈪

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課　

☎
�
0
1
5
0

　

狩
猟
免
許
試
験

◆
日　
　

時　

　

平
成
30
年
２
月
4
日
㈰

　

午
前
９
時
～

◆
場　
　

所

　

空
知
総
合
振
興
局

◆
予
備
講
習
（
受
験
者
対
象
）

　

平
成
30
年
１
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

◇
場
　
　
所

　

岩
見
沢
市
民
会
館　

ま
な
み
ー
る

◇
受
講
料

 

・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種

　
７
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　

網　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　

わ
な　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　

網
お
よ
び
わ
な　
１
０
０
０
０
円

・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
当
時
に

網
ま
た
は
わ
な
を
受
講

　
１
０
０
０
０
円

◇
受
付
期
間　
　

　

12
月
19
日
㈫
～
平
成
30
年
１
月
19

日
㈮

※
詳
し
く
は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
猟
政
協
議
会

　

☎
０
１
２
６
（
２
５
）
５
７
６
８

　

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
の
登
録

　
　

町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
は
、

事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

選
考
し
、
採
用
し
て
い
ま
す
。
採

用
の
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
担

当
課
よ
り
随
時
連
絡
し
ま
す
。

　
　

平
成
29
年
度
の
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
勤
務
条
件
が
合
わ
な
い
な
ど
、
登

録
期
間
内
に
連
絡
が
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
職　
　

種

　

一
般
事
務
、児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
、

調
理
員
（
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
、

調
理
師
資
格
な
し
で
も
可
）
な
ど

◇
登
録
期
間

　

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

◇
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）

◇
登
録
受
付
期
間　
随
時
受
付

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
１

水道が凍ってしまったら
　水道は氷点下 4 度以下になると、日中でも凍
結や破損の恐れがあります。
　外出時や、おやすみ前は水落としをするよう
に心掛けましょう。
　軽い凍結の場合は、露出している管（保温筒
などは取り外す）や蛇口などにタオルを巻きつ
け、上からお湯をゆっくりとかけて溶かしてく
ださい。
　それでも水が出ない場合は、次の指定工事業
者に連絡してください。
※修理の依頼は、午前 8 時から午後 4 時までに
　お願いします。

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

□丸勝給水設備工業株式会社（中央 1）
　☎ 72－1445
□北海設備工業株式会社（朝日 3）
　☎ 72－3440
□三友工業株式会社（継立）
　☎ 75－2050
□有限会社水工社（朝日 3）
　☎ 72－5283
□クリーンセンター株式会社（中央 3）
　☎ 73－3200

　
栗
山
ス
キ
ー
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
・
初

心
者
教
室

　『
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
』

◆
対

象

　

小
学
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
５
級

程
度
以
上
）、未
就
学
児（
年
長
児
）

※
町
ス
キ
ー
場
コ
ー
ス
を
滑
り
降
り

る
こ
と
が
で
き
る
お
子
さ
ん
が
対

象
で
す
。

※
初
心
者
の
お
子
さ
ん
は
、
事
前
に

「
キ
ッ
ズ
教
室
」
を
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
日

時

　

平
成
30
年
１
月
5
日
㈮
か
ら
15
日

㈪
の
平
日
お
よ
び
８
日
㈷
を
含
む

全
7
回

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

町
ス
キ
ー
場

◆
内

容

　

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
１
級
を
目
指
し

た
ポ
ー
ル
練
習

◆
受
講
料　
７
0
0
0
円

※
傷
害
保
険
込
み
で
、
リ
フ
ト
代
は

別
で
す
。

◆
定

員　

40
人

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

　

12
月
14
日
㈭　

午
後
6
時
半
～

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
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◆
講
習
科
目

〇
危
険
物
に
関
す
る
法
令

〇
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

〇
危
険
物
の
性
質
並
び
に
そ
の
火
災

予
防
お
よ
び
消
火
の
方
法　

ほ
か

◆
受
付
期
間

　

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課　

☎
�
0
1
5
0

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

　

甲
種
は
制
限
あ
り

※
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日　

　

平
成
30
年
1
月
28
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
札
幌
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、

　

丙
種

・
そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　
書
面
申
請　

12
月
７
日
㈭
～
14
日
㈭

　
電
子
申
請　

12
月
４
日
㈪
～
11
日
㈪

◆
申
込
期
日

　

説
明
会
当
日
に
受
け
付
け

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

桐
越
浩
志

　

☎
０
９
０（
３
０
１
９
）１
３
２
６

　
『
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
教
室
』

◆
対

象

　

未
就
学
児
（
年
長
児
）
～
小
学
２

年
生
（
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
お

子
さ
ん
、
初
心
者
）

※
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
」
を

受
講
希
望
で
初
め
て
ス
キ
ー
を
す

る
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
日

時

　

平
成
30
年
1
月
3
日
㈬
・
4
日
㈭

の
２
日
間

　
【
3
日
】　

午
前
10
時
～
11
時
半

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
半

　
【
4
日
】　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

　

三
笠
市
桂
沢
ス
キ
ー
場
ほ
か

◆
内

容

　
「
止
ま
る
」「
回
転
で
き
る
」
を
目

標
に
、
リ
フ
ト
を
利
用
し
た
短
期

集
中
講
座

◆
受
講
料　

7
0
0
0
円

※
傷
害
保
険
込
み
で
、
リ
フ
ト
代
は

別
で
す
。

◆
定

員　

　

10
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽

選
）

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

　

12
月
14
日
㈭　

午
後
６
時
半
～

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日

　

説
明
会
当
日
に
受
け
付
け

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

　

☎
０
９
０（
１
５
２
６
）３
３
５
６

　　
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
日　
　

程

　

平
成
30
年
１
月
15
日
㈪・16
日
㈫

　

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

◆
講
習
場
所

　

札
幌
市　

北
農
健
保
会
館

講

習

試

験

作品募集中
町内の景観写真を大募集 !
住所・年齢を問わず誰でも応募可能
（平成 30 年 4月 30 日㈪締切）
グランプリには 2万円相当の町特産
物を贈呈！こども賞アリ！
【問い合わせ】
　町建設水道課技術グループ
　☎ 73-7513

募

集



12
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
December

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

○年末年始業務カレンダー

12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 1/7 1/8 1/9
木 金 土 日 祝 火 水 木 金 土 日 祝 火

役場本庁舎 通常 お休み（31 日㈰は日曜窓口もお休み） 日曜
窓口 お休み 通常

勤労者福祉センター 通常 お休み 通常

子育て支援センター「スキップ」 通常 お休み 通常
総合福祉センター「しゃるる」
カルチャープラザ「Eki」
農村環境改善センター
南部公民館
スポーツセンター
開拓記念館・泉記念館
いきいき交流プラザ
児童センター
ふれあいプラザ
あさひ工房
図書館、角田・継立図書室

通常 お休み 通常

家庭ごみ・資源物収集 通常 お休み 収集 お休み 収集

町営バス 通常 滝下線
のみ運行 お休み 滝下線

のみ運行 通常

栗山赤十字病院 通常 お休み（12/29 ～ 1/3、救急の場合は救急外来） 通常

106,364,036 円
平成 29 年度栗山町ふるさと応援寄附金

4/1 ～ 10/31 の総数
9,755 件

ご厚意ありがとうございます。

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ
　　　　　　  ☎ 73-7502

年
末
年
始
の
業
務
案
内

　
役
場
本
庁
舎

お
休
み
　
12
月
30
日
㈯
～
1
月
８
日
㈷

※
出
生
、
死
亡
の
届
出
は
受
付
し

ま
す
。

　
（
死
亡
届
に
伴
う
火
葬
許
可
書
の

発
行
は
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時

15
分
）

※
12
月
31
日
㈰
の
日
曜
窓
口
開
設
は

お
休
み
と
な
り
ま
す
。

※
１
月
７
日
㈰
の
日
曜
窓
口
開
設
は

通
常
通
り
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ

ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
９

　
そ
の
他
の
施
設

お
休
み
　
12
月
30
日
㈯
～
1
月
5
日
㈮

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
休
み　

12
月
30
日
㈯
～
1
月
8
日
㈷

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス
キ
ッ
プ
」

お
休
み
　
12
月
31
日
㈰
～
1
月
5
日
㈮

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る

る
」、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ

ｋ
ｉ
」、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
南
部
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
開
拓
記
念
館
・
泉
記

念
館
、
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
、
あ
さ
ひ
工
房
、
図
書
館
、
角

田
・
継
立
図
書
室

　

家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集

◆
年
末
の
ご
み
収
集
日　

　

12
月
29
日
㈮
ま
で
は
通
常
ど
お
り

◆
年
始
の
ご
み
収
集
日　

　

1
月
5
日
㈮
か
ら
は
通
常
ど
お
り

◆
環
境
セ
ン
タ
ー
（
桜
山
）
へ
の
自

己
搬
入　

　

年
末　

12
月
29
日
㈮
ま
で

　

年
始　

1
月
9
日
㈫
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ

　
町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
１

　

町
営
バ
ス

お
休
み　

12
月
31
日
㈰
～
1
月
5
日
㈮

※
12
月
30
日
㈯
と
１
月
６
日
㈯
は
滝

下
線
の
み
運
行
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
2

　
氏
　
名
　 

月 

日
　  

父
母
名   

　
住
所

川
合　

奨し
ょ
う
き毅

10/14
　
　
　
　
　

角　

田

渡
部　

む
ぎ

10/24
　
　
　
　
　

松
風
4

村
口　
　

誉ほ
ま
れ

10/30
　
　
　
　
　

桜
丘
３

安
孫
子
晴は

る
た太

10/31
　
　
　
　
　

松
風
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

裕

二
唯

将

太

あ
ゆ
み

幸
太
郎

憲

子

嘉

彦

あ
か
ね

　
無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

12
月
15
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

相
談
室

◆
内　
　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料
（
定
員
６
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

　　

く
り
の
さ
と
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
木
戸　

英
友
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
栗
山
菊
花
好
友
会

相

談

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分
】

　
氏
　
名
　 

齢  

月  

日           

世
帯
主   

住
所

玉
村　
　

誠 

84 

10/15 

本
人 

角　

田

鎌
田　

英
郎 

91 

10/19 

本
人 

朝
日
3

権
平　

ヱ
ツ 

90 

10/21 

純
一 

中
央
3

山
崎　
　

武 

89 

10/21 

本
人 

中　

里

富
山
喜
代
美 

86 

10/23 

本
人 

朝
日
4

西
村　

和
江 

78 

10/26 

隆
浩 

杵　

臼

鈴
木　

順
一 

86 

10/31 

本
人 

松
風
2

河
合　

フ
ミ 

102 

11/1 

本
人 

中
央
3　

宮
﨑　
　

武 

77 

11/2 

本
人 

朝
日
3　

蝦
名　

哲
郎 

89 

11/2 

本
人 

湯　

地

花
田　

濤
雄 

87 

11/3 

本
人 

桜
丘
1

上
田
と
し
子 

93 

11/4 

本
人 

中
央
2

金
谷　

雅
人 

59 

11/7 

本
人 

松
風
3

水
上　

孝
夫 

66 

11/7 

本
人 

北
学
田

高
橋
ア
ツ
子 

89 

11/8 

本
人 

松
風
4

髙
橋　
　

清 

84 

11/8 

本
人 

朝
日
4

斉
藤　

義
雄 

85 

11/10 

隆
浩 

共　

和

沢
田　

悦
子 

88 

11/12 

本
人 

松
風
２　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
く
や
み
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泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
２
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
赤
十
字
奉
仕
団

【
寄　

附
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な

の
花
薬
局

◇
Ｂ
Ｋ
薬
局

【
泉
徳
苑
祭
り
へ
の
寄
附
】

◇
栗
山
町

◇
栗
山
町
議
会

◇
栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

◇
角
田
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会

◇
角
田
町
内
会
連
合
会

◇
有
限
会
社
吉
村
葬
儀
社

◇
有
限
会
社
エ
ミ
ア
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス

◇
ふ
く
ろ
う
の
杜

◇
株
式
会
社
バ
ウ
ム
ク
ラ
イ
ナ
ー

フ
ァ
ー
マ
シ
ー

◇
Ｂ
Ｋ
薬
局

ご

厚

意

　
日
ハ
ム
を
応
援
す
る
栗
山
の
会
会

員
募
集

◆
栗
山
の
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
会
員

　

大
人・小
人（
小
学
生
以
下
）　　

４
６
０
０
円

※
球
団
事
務
局
よ
り
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

カ
ー
ド
が
送
ら
れ
ま
す
。

○
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
会
員
の
特
典

･
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
限
定
グ
ッ
ズ
プ
レ

ゼ
ン
ト（
非
売
品
）

･
会
員
証
＆
ピ
ン
バ
ッ
ジ
＆
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
マ
ガ
ジ
ン

･
チ
ケ
ッ
ト
先
行
発
売
＆
会
員
価
格

･
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
員
先

行
抽
選
予
約

･
来
場
プ
レ
ゼ
ン
ト
＆
来
場
ポ
イ
ン

ト
◆
栗
山
の
会
一
般
会
員

　

大
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

　

小
人（
小
学
生
以
下
）　 　

 

１
０
０
０
円

○
栗
山
の
会
特
典

　

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
費
割
引

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

を
応
援
す
る
栗
山
の
会　

高
杉

　

☎
０
９
０（
８
７
０
６
）３
８
４
９

募

集

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分
】

お
め
で
た

　
氏
　
名
　 

月 

日
　  

父
母
名   

　
住
所

山
﨑　

想そ
う
だ
い大

10/12
　
　
　
　
　

継　

立

橋
本　

光ひ
か
り凛

10/14
　
　
　
　
　

松
風
4　

博

司

麗

実

悠

希

千
絵
美



菊
花
作
品
が
咲
き
誇
る

菊
花
展

第
51
回
「
栗
山
町
菊
花
展
」
が
カ

ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
栗
山
菊
花
好
友
会

の
会
員
18
人
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
大

輪
や
だ
る
ま
、
福
助
な
ど
約
１
０
０
点

が
色
鮮
や
か
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
６
部
門
の
審
査
が
行
わ
れ

、
金
賞
受
賞
者
に
は
記
念
の
盾
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
町
長
賞
金
賞
に
輝
い
た
道

下
武
男
さ
ん
は
「
こ
ん
な
に
う
れ
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
受
賞
を
機

に
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
立
派
な
菊
を
育

て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
（
11
月
１
～
３
日
）

　

町
内
の
小
・
中
学
生
が
制
作
し
た
絵

画
、
硬
筆
、
毛
筆
、
立
体
作
品
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
　
間

　

12
月
６
日
㈬
～
12
日
㈫

◆
時
　
間　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

※
最
終
日
は
午
後
２
時
半
ま
で
で
す
。

◆
場
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

華
や
か
に
練
習
の
成
果
を
披
露

芸
能
祭
「
芸
能
発
表
」

第
50
回
栗
山
町
芸
能
祭
の
「
芸
能

発
表
」
が
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
連

盟
芸
能
部
門
の
７
サ
ー
ク
ル
が
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
出
演
者
は
満

員
の
観
客
を
前
に
民
謡
、
詩
吟
、
日
舞
、

和
楽
器
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
発
表
し
、
張

り
の
あ
る
歌
声
や
優
雅
な
舞
が
披
露
さ

れ
る
た
び
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最

後
に
郷
土
芸
能
で
継
立
傘
お
ど
り
の
子

ど
も
た
ち
が
出
演
し
、
舞
台
に
花
を
添

え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
11
月
３
日
）

郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会
で
３
位

濱
谷
瑞
希
さ
ん

濱
谷
瑞
希
さ
ん
が
第
57
回
郷
土
民

謡
民
舞
全
国
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
編

で
見
事
３
位
に
入
賞
し
、
南
條
宏
教
育

長
の
も
と
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。「
北

海
タ
ン
ト
節
」
を
披
露
し
た
濱
谷
さ
ん

は
「
歌
い
始
め
で
観
客
を
魅
了
で
き
る

よ
う
、
３
階
席
の
奥
ま
で
声
が
届
く
よ

う
に
歌
い
ま
し
た
。
有
名
な
方
々
が
数

多
く
出
場
し
て
い
る
の
で
入
賞
で
き
る

と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
南
條
教
育
長
は
「
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
体
に
気
を

つ
け
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
激
励
し
ま
し
た
。　
（
11
月
２
日
）

　

10
月
26
日
、
地
域
教
育
協
議
会
主
催

の
「
第
７
回
栗
山
町
ふ
る
さ
と
教
育
交

流
会
」
が
、雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
栗
山
小
学
校
６
年
生
が
「
ふ
る

さ
と
栗
山
」
の
人
々
や
自
然
、
産
業
な

ど
を
通
し
て
、
学
び
、
育
つ
様
子
を
担

任
の
先
生
が
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の
学
生
や
留
学

生
が
地
域
で
活
躍
す
る
様
子
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。「
な
る
ほ
ど
栗
山
学
」で
は
、

小
林
精
志
さ
ん
（
小
林
酒
造
）
が
「
こ

う
じ
菌
」
の
話
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
参
加
者
し
た
学
校
関
係
者

な
ど
約
１
３
０
人
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

道
央
大
会
初
制
覇

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

「
栗
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団「
栗
山
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
」
が
、
第
37
回
道
新

カ
ッ
プ
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
道
央
大
会
で
初
優
勝
し
、
全
道
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
６
年
生

８
人
が
、
南
條
宏
教
育
長
の
も
と
へ
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
藤

島
季き

ら来
さ
ん
は
「
優
勝
は
練
習
で
や
っ

て
き
た
こ
と
を
試
合
で
発
揮
で
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
全
道
大
会
は
来
年
１
月
７
日
か
ら

野
幌
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
す
。　
　
　
　
　

  （
11
月
14
日
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
夜
に
、
保
護
者

の
方
が
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
子

さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

◆
日
　
時　
12
月
24
日
㈰

　

午
後
６
時
半
～
８
時

◆
対
　
象

　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年
・
そ
の
兄
弟

◆
申
込
方
法　

町
内
保
育
園
、
児
童

セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ス
キ
ッ
プ
」
で
配
布
す
る
申

込
用
紙
を
提
出

◆
申
込
期
間　
12
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
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「                     」

くり山の
子ども作品展

　　【問い合わせ】
　　 継立小学校
　　☎ 76-3151

出　前
サンタクロース

【申込先・問い合わせ】
　町教育委員会内
　町青年団体協議会
　西脇　☎ 72-1117

【リフト無料開放】
　オープン日は、リフトを無料開放

【オープニングセレモニー】
　12 月 23 日㈷　10：00

【開設期間】
　12 月 23 日㈷～平成 30 年 3 月 11 日㈰　
　 9：00 ～ 16：30
※積雪によってオープンを延期する場合があります。

【問い合わせ】
　町スキー場　☎ 72-1725
　町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

栗山町スキー場

子
ど
も
に
つ
な
が
る

　

地
域
の
チ
カ
ラ
！

ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会

12 月 23 日㈷オープン



雨
煙
別
川
で
産
卵
す
る
サ
ク
ラ
マ

ス
や
里
山
の
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
な
ど
、
各

月
12
枚
の
写
真
に
今
年
度
行
っ
た
自
然

体
験
学
習
の
ス
ナ
ッ
プ
を
加
え
て
、
24

枚
の
写
真
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ふ
る
さ
と
の
便
り
と
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
価
　
格　
７
０
０
円

◆
発
　
行　
町
教
育
委
員
会

◆
制
　
作　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

◆
販
売
先　

金
岩
商
店
、
高
杉
商
店
、

【問い合わせ】町図書館　☎ 72-6055

冬休みブックマラソンが始まります！
　期間中本１冊貸し出しにつきスタンプを１個
押せます。
※１日最大３個までです。スタンプがたまった　
らプレゼントがもらえます。冬休みもブック　
マラソンに参加して本を読みましょう！

【期　間】12 月 12 日㈫～ 1 月 21 日㈰
【場　所】町図書館、角田・継立図書室、

　　　　  移動図書館くりくり号、各小中学校

年末年始の休館案内
　12 月 31 日㈰から 1 月 5 日㈮まで図書館、角
田・継立図書室が休館します。新年は１月６日
㈯より開館します。

世界にたった一冊！手作り絵本作家になろう
【日　時】1 月 9 日㈫　10：00 ～ 11：30( 製本 )

　　　　  1 月 10 日㈬  13：00 ～ 15：30( 創作 )
【場　所】町図書館
【対　象】町内在住の幼児、小学生

※幼児は保護者の付き添いが必要で、両日とも　
参加できる方に限ります。

【定　員】15 人
【申込先】町図書館、角田・継立図書室、

　　　　  移動図書館くりくり号　

　　

ま
る
で
本
物
？
み
た
い
な
ス
イ
ー
ツ

キ
ャ
ン
ド
ル
を
つ
く
り
ま
す
。
世
界
に

一
つ
だ
け
の
キ
ャ
ン
ド
ル
は
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
ピ
ッ
タ
リ
☆

◆
日
　
時　
12
月
10
日
㈰

　

午
後
１
時
半
～
４
時

◆
対
　
象　
小
人
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
、

付
き
添
い
参
加
は
１
人
４
０
０
円
で
す
。

◆
参
加
費　
１
人
２
０
０
０
円

※
タ
ル
ト
サ
ン
ド
と
ム
ー
ス
ケ
ー
キ

キ
ャ
ン
ド
ル
の
２
個
を
作
り
ま
す
。

◆
服
　
装　
汚
れ
て
も
い
い
服
装

◆
持
ち
物

　

軍
手
、
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

◆
定
　
員　
15
人

◆
申
込
期
限　
12
月
９
日
㈯

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」、

雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境

ハ
ウ
ス

◆
日
　
時　
12
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

◆
対
　
象　
小
人
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
と

な
り
ま
す
。

◆
内
　
容　
餅
つ
き
、
ほ
か

◆
参
加
費　
大
人　

２
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人　

２
０
０
０
円

◆
持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
上
靴
、

エ
プ
ロ
ン

◆
定
　
員　
30
人

◆
申
込
期
限　
12
月
15
日
㈮

Vol. ９

ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り
第
５
回

Vol.35

ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
中

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

�
１
６
９
６

こ
ち
ら
の
掲
載
情
報
全
て
に
関

わ
る
問
い
合
わ
せ

◆
奏
　
者

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

深
山
尚
久
さ
ん

　

ピ
ア
ノ　

上
田　

奏
さ
ん

◆
主
　
催

　
深
山
尚
久
の
く
り
や
ま
室
内
楽
フ
ェ

ロ
ウ　

◆
後
　
援

　
町
教
育
委
員
会

　

町
文
化
連
盟

【
問
い
合
わ
せ
】

　

室
内
楽
フ
ェ
ロ
ウ
事
務
局　

坂
口

　

☎
０
９
０
（
８
４
２
５
）
７
３
６
３
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深み

や

ま

な

お

ひ

さ

山
尚
久
の

く
り
や
ま
室
内
楽

　
栗
山
中
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
で
は
、
昨
年
か
ら

「
制
服
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
卒
業
後
、
不
要
に
な
っ
た
制
服

の
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き
、
予
備
制
服

と
し
て
必
要
な
方
に
配
布
し
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
も
の
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
寄
附
方
法　
学
校
が
開
い
て
い
る
時

間
に
栗
山
中
学
校
に
持
参

※
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◆
品
　
目　
中
学
校
の
制
服

※
上
着
、
ズ
ボ
ン
、
ス
カ
ー
ト
だ
け
も

可
。
た
だ
し
リ
サ
イ
ク
ル
に
提
供
で

き
な
い
傷
の
あ
る
物
は
不
可
。

【
寄
附
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
中
学
校　

☎
�
０
２
６
９

制
服
寄
附
の
お
願
い

ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ

◆
日
　
時

　

12
月
17
日
㈰　

午
後
７
時
～

◆
場
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
入
場
料

　

◇
大
人

　
　

前
売　

２
０
０
０
円

　
　

当
日　

２
５
０
０
円

　

◇
高
校
生
以
下　

　
　

前
売　

１
０
０
０
円

　
　

当
日　

１
５
０
０
円

◆
販
売
先

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る

る
」、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

南
部
公
民
館
、
白
光
堂
楽
器
店

◆
曲
　
目

　

◇
ル
ク
ー
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ

　
　

タ　

ト
長
調

　

◇
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
／
愛
の
喜
び
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人のうごき
人口  12,091 人  （ －7）

平成29年11月1日現在　（　）内は前月比　

男  5,619 人  （ －3）　女  6,472  人  （ －4） 世帯数  5,926  世帯  （ －7 ）

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

も
う
12
月
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
か

ら
数
え
て
半
年
以
上
経
過
し
た
こ

と
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で

す
。
１
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
や
、
い
ま
だ
に
苦
手
な
こ

と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ

と
思
う
の
で
、
少
し
ず
つ
で
も
成
長

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
来
年

も
、
要
改
善
、
要
努
力
！
（
熊
谷
）

▼
強
烈
な
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ

り
、
路
面
が
ア
イ
ス
バ
ー
ン
と
な

る
時
期
が
訪
れ
ま
し
た
。
田
畑
家

で
も
親
の
車
が
１
台
転
落
。
幸
い

怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
1
台
は
手
放
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
受
験
生
に
は
大
変
失
礼

で
す
が
、
天
気
や
路
面
状
況
の
急

変
に
は
気
を
つ
け
て
、「
滑
り
止

め
」
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
実

感
し
た
1
カ
月
で
し
た
。（
田
畑
）

▼
私
の
母
の
実
家
は
道
南
の
森
町

で
、
小
さ
い
と
き
は
夏
休
み
に
電
車

に
乗
っ
て
遊
び
に
行
く
の
が
楽
し

み
で
し
た
。
車
窓
か
ら
の
景
色
を

眺
め
た
り
、
駅
弁
の
種
類
で
妹
と

け
ん
か
し
た
り
・
・
・
。
そ
の
時

の
思
い
出
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
J
R
の
問
題
、
利
用
し
て
い

る
一
人
と
し
て
し
っ
か
り
と
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
杉
本
）
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杵と臼を使った昔ながらのもちつきを子どもたちに
伝えていこうと 11 月 12 日、栗山寺で「伝承もち

つき会」が行われました。桜丘町内会が中心となり実行
委員会を結成して、毎年行っているもので、今年で 42
回目。参加した子どもたちや町内会の役員など約 100 人
は、薪ストーブを使ったせいろで蒸したもち米を楽しそ
うについていました。できあがったもちは、きな粉やあ
んなどをかけて参加者や町内の福祉施設に振る舞われま
した。もちつきを体験した古川そらさんは「きねが重く
て難しかったけど、狙った場所につくことができたとき
はとても楽しかったです」と笑顔で話していました。

できたての「もち」振る舞う
＊第42回伝承もちつき会


